
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○棚田オーナー制で遊休農地を活用

１．集落協定の概要

市町村・協定名 京都府福知山市大江町毛原
ふくちやましおおえちょうけはら

協定面積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
5.2ha 水稲・小豆他

交付金額 共同取組活動 100％ 農道、水路等の改修、維持費 25 ％（ ）
108万円 有害鳥獣防止対策費 19 ％

交流施設改修費 56 ％
協定参加者 農業者14人

２．取組に至る経緯

福知山市大江町毛原地区は 地理的に農地のほとんどが棚田で 過疎・高齢化が進行す、 、

る中で急速に遊休・荒廃農地が増加しており 都市住民との交流 新規就農者の受け入れ、 、

による遊休農地の解消と集落の活性化を目指して各種の事業を展開してきた。

３．取組の内容

日本の棚田百選 に選定された農村景観を生かし 棚田農業体験ツアー 棚田オーナ「 」 、 、

ー制度等、都市住民との交流に取り組むともに、新規就農者（新規定住者含む）を対象

とした菜園付きログハウスの建築講習会等を実施している。

農用地等保全マップ

【マップの解説】

体験農園をはじめとした都市農村交流の

推進を中心に計画。

棚田農業体験 ログハウス講習会



［集落の将来像]
○ 棚田農業体験ツアー、棚田オーナー制度等、都市住民との交流事業を展開し、新規定住・就農者の受
け入れを進めるとともに、遊休農地の有効活用と農村景観の保全に努め、新しい集落機能を構築する

［将来像を実現するための活動目標］
○ 有害鳥獣対策として電気柵の拡充・補修の実施。
○ 農道・水路・法面の維持管理・補修。
○ 棚田オーナー制度の継続による遊休農地の活用（30a以上）
○ 菜園付きログハウスの建築、空き家の活用による新規定住者・就農者の確保（1名以上）
○ 農産物の生産交流体験農園、直売施設の設置、都市農村交流の推進

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地・法面の管理 景観作物の植付（法面） 棚田オーナー制度による
（農地面積5.2ha） 作付と都市住民との交流

個別対応 共同取組活動（年１回）
共同取組活動

水路・農道の管理 ビオトープ池の管理
清掃草刈 年２回 草刈、花壇植栽 年２回 新規就農者の受入

（道水路延長約4km） （目標１人以上）
個別対応＋共同活動 共同取組活動 遊休農地の紹介（水稲、

野菜）
作業道の設置 散策路の整備、管理 菜園付ログハウスの建築

共同取組活動 草刈、伐採活動 年１回
共同取組活動 共同取組活動

有害鳥獣対策
電気柵の設置及び補修 都市農村交流の推進
（全域の農地を対象） 農業体験・交流施設の
個別対応＋共同活動 改修（調理場、トイレ

の水洗化）
遊休、荒廃農地の管理 共同取組活動
草刈 年２回

共同取組活動

集落外との連携
○ 棚田オーナー制度により、都市住民の参加を得て遊休農地の活用を図り、地元農家とオーナーが
共同して水稲・野菜の作付け等を実施する。

４．取組による変化と今後の課題等

今後はこれまでに培った一定の成果を基盤にして 新規就農者 棚田オーナーと地元農、 、

家 併せてボランティアが協働して棚田を生かした美しい農村環境の整備 遊休農地の解、 、

消、農産物の加工、直売などの展開により、多面的機能を備えた魅力ある集落を創造する。

［平成21年度までの主な成果］
○ 農道のアスファルト舗装（2路線120ｍ）と用水路改修を実施し、維持管理を省力化
○ 棚田オーナー制度の継続（平成21年は9組のオーナーが12筆40aの水田を利用）
○ 棚田オーナーから新規定住･就農者（夫婦1組）が誕生し、ブルーベリー園等を開設
○ 田舎暮らし応援団の結成により、ログハウス建築やキノコ栽培、蕎麦打ち講習会等を開催
○ 交流拠点である集会所を改修し、都市農村交流を推進


